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行　学　一　如

　

本
学
の
萩
野
学
長
は
教
授
会
終
了

後
、
N 
H 

K
を
は
じ
め
在
仙
五
局
の
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
を
前
に
会
見
に
臨
ん
だ
。

開
口
一
番
「
夢
と
し
て
将
来
医
学
部
を

持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
福
祉
を
基

に
順
次
発
展
し
て
来
た
が
、
本
当
に
充

実
さ
せ
る
た
め
に
は
医
療
と
の
つ
な
が

り
は
欠
か
せ
な
い
」
と
、
か
ね
て
か
ら

の
思
い
を
吐
露
し
た
。

　

医
学
部
新
設
の
話
は
十
一
月
下
旬
に

厚
生
会
か
ら
持
ち
か
け
ら
れ
た
。
国
は

一
九
七
九
年
に
国
立
の
琉
球
大
を
最
後

「
夢
の
舞
台
で
ま
だ

実
感
は
な
い
が
、
出

る
か
ら
に
は
予
選
突

破
を
め
ざ
し
て
、
練

習
し
た
い
」
と
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

　

大
学
の
先
輩
で
、

プ
ロ
で
活
躍
す
る
池

　
「
何
か
を
持
っ
て
い
る
」
人

間
と
し
て
、
と
か
く
話
題
に

上
る
の
が
昨
秋
の
プ
ロ
野
球

ド
ラ
フ
ト
会
議
で
日
本
ハ
ム

か
ら
一
位
指
名
を
受
け
た
早

稲
田
大
学
の
斎
藤
佑
樹
投
手

で
あ
る
。
高
三
の
夏
の
甲
子

園
で
優
勝
し
、
大
学
で
は
四

あいさつするOB・OGたち

熱の込もった収録

本間さん、松崎氏、八木澤氏（左から） 完成したCDのジャケット

アジアアマを制した松山君

会見する渡辺学長補佐、萩野学長、
大竹局長（左から）

に
医
学
部
の
新
設
を
凍
結
し
て
来
た

が
、
地
方
の
医
師
不
足
は
す
で
に
看
過

で
き
な
い
ま
で
に
深
刻
化
。
昨
年
九
月

に
表
面
化
し
た
国
に
よ
る
見
直
し
の
動

き
を
踏
ま
え
て
の
行
動
だ
っ
た
。

　

仙
台
厚
生
病
院
は
一
九
四
五
年
開

設
。
ベ
ッ
ド
数
3 

8 

3
で
、
診
療
科
を

心
臓
血
管
、
消
化
器
、
呼
吸
器
科
に
特

化
し
、
24
時
間
救
急
医
療
体
制
と
経
営

の
効
率
化
を
両
立
し
て
い
る
。
萩
野
学

長
は
「
実
績
が
あ
り
、
東
北
で
は
あ
る

意
味
ナ
ン
バ
ー
1
で
、
ま
た
と
な
い

チ
ャ
ン
ス
」
と
期
待
感
を
表
明
し
た
。

　

本
学
に
先
駆
け
午
前
中
、
宮
城
県
庁

で
目
黒
理
事
長
が
会
見
。O 

E 

C 

D（
経

済
協
力
開
発
機
構
）
と
厚
生
労
働
省
の

デ
ー
タ
を
基
に
、
日
本
の
医
師
数
が
い

か
に
不
足
し
て
い
る
か
を
説
明
し
た
。

　

と
り
わ
け
仙
台
市
を
除
く
東
北
地
域

年
秋
の
明
治
神
宮
大
会
で
悲
願
の
初
優

勝
を
飾
っ
た
。
斎
藤
の
行
く
と
こ
ろ
に

は
何
か
が
起
き
る
。
そ
の
何
か
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
「
持
っ
て
い
る
」
と
言

わ
せ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
▼
花
の

二
十
二
歳
。
し
か
し
、
何
も
斎
藤
だ
け

が
「
持
っ
て
い
る
」
わ
け
で
は
な
い
。

本
学
の
学
生
だ
っ
て
負
け
て
は
い
な
い

こ
と
を
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て

行
わ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
（
前
就

職
部
）
主
催
の
「
内
定
学
生
の
就
職
活

動
を
聞
く
会
」
で
実
感
し
た
。
就
職
活

動
に
備
え
る
二
、三
年
生
を
対
象
に
内
定

者
が
自
分
の
体
験
談
を
話
し
、
参
考
に

し
て
も
ら
う
企
画
だ
。
話
を
聞
い
た
二

人
の
内
定
学
生
か
ら
思
わ
ず
「
持
っ
て

い
る
」
と
い
う
感
触
を
得
た
。
▼
全
日

本
空
輸
（
A 

N 

A
）
の
客
室
乗
務
員
に

決
ま
っ
た
金
野
和
歌
奈
さ
ん
と
岩
手
日

報
社
の
斎
藤
大
樹
君
。
子
ど
も
教
育
学

科
の
金
野
さ
ん
は
小
学
校
と
特
別
支
援

学
校
の
教
諭
免
許
を
取
得
し
「
教
育
の

視
点
は
大
事
」
と
言
う
一
方
で
、
本
番

の
面
接
で
は
名
前
「
W 

A 

K 

A 

N 

A
」

の
最
後
の
ス
ペ
ル
が「
A 

N 

A
」で
あ
り
、

御
社
に
貢
献
で
き
る
。
さ
ら
に
苗
字
の

「
金
野
」
は
御
社
に
「
金
を
も
た
ら
す
」

と
訴
え
、
面
接
員
を
ク
ス
リ
と
さ
せ
た
。

▼
斎
藤
君
は
社
会
教
育
学
科
に
在
籍
す

る
陸
上
部
員
。
入
学
以
来
、
四
時
起
床
、

十
時
就
寝
の
ペ
ー
ス
を
守
り
、
就
活
時

期
に
は
陸
上
、
学
業
、
就
活
を
「
逆
算

し
て
手
段
と
し
て
時
間
を
使
っ
た
」
と

神
経
を
注
い
だ
。
面
接
を
通
じ
担
当
者

か
ら
「
君
と
仕
事
が
し
た
い
」
と
言
わ

せ
る
魅
力
が
あ
る
。
思
う
に
「
何
か
を

持
っ
て
い
る
」
人
の
体
の
中
に
は
「
芯
」

な
る
も
の
が
宿
っ
て
い
る
気
が
す
る
。

そ
れ
が
一
朝
一
夕
に
出
来
る
も
の
で
な

い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。（
国
見　

太
郎
）

　
東
北
福
祉
大
学
が
、
医
学
部
新
設
構
想
を
持
つ
㈶
厚
生
会
仙
台
厚
生
病
院
（
仙
台

市
青
葉
区
）
の
連
携
大
学
と
し
て
、
最
有
力
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
一
月

十
二
日
、公
表
さ
れ
た
。
二
月
中
に
も
連
携
大
学
が
正
式
に
発
表
さ
れ
る
見
通
し
で
、

厚
生
会
の
目
黒
泰
一
郎
理
事
長
が
宮
城
県
庁
で
、本
学
の
萩
野
浩
基
学
長
が
学
内
で
、

こ
の
日
、
そ
れ
ぞ
れ
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

　

ゴ
ル
フ
の
祭
典
・
マ
ス
タ
ー
ズ
へ
の

出
場
権
を
東
北
福
祉
大
学
一
年
生
の
松

山
英
樹
君
が
手
に
し
た
。
日
本
人
の
ア

マ
チ
ュ
ア
と
し
て
史
上
初
の
快
挙
だ
。

　

優
勝
者
が
マ
ス
タ
ー
ズ
・
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
（
四
月
、
米
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
オ
ー

ガ
ス
タ
）
に
出
場
で
き
る
男
子
ゴ
ル
フ

の
ア
ジ
ア
・
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
権
最

終
日
が
十
月
十
一
日
、
埼
玉
・
霞
ケ

関
C
C
で
行
わ
れ
、
松
山
君
が
4
ア
ン

ダ
ー
、
67
を
マ
ー
ク
し
、
四
日
間
通
算

15
ア
ン
ダ
ー
、
2
6
9
で
見
事
、
初
優

勝
を
飾
っ
た
。

　

現
在
、
男
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
界
で
活
躍

す
る
石
川
遼
選
手
と
高
校
時
代
に
ラ
イ

バ
ル
と
し
て
戦
っ
た
経
歴
の
持
ち
主
は

田
勇
太
選
手
（
平
19
社
福
卒
）
は
昨

年
、
マ
ス
タ
ー
ズ
に
参
加
し
た
日
本
選

手
で
た
だ
一
人
、
予
選
を
突
破
し
、
今

年
も
連
続
出
場
す
る
。
池
田
選
手
と
同

じ
く
四
月
の
入
学
式
で
新
入
生
を
代
表

し
て
、宣
誓
文
を
読
み
上
げ
た
松
山
君
。

プ
ロ
中
の
プ
ロ
が
あ
こ
が
れ
る
夢
舞
台

で
ど
ん
な
プ
レ
ー
を
見
せ
る
か
、
早
く

も
期
待
が
集
ま
る
。

　

な
お
、
松
山
君
は
読
売
新
聞
社
制
定

の
第
六
十
回
日
本
ス
ポ
ー
ツ
賞
で
競
技

団
体
別
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
一
月

十
四
日
に
東
京
で
の
表
彰
式
に
は
、
米

国
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
る
ソ
ニ
ー
オ
ー
プ

ン
出
場
の
た
め
不
在
の
本
人
に
代
わ
り
、

ゴ
ル
フ
部
の
大
竹
榮
部
長
が
出
席
し
た
。

　

通
信
教
育
部
に
は
社
会
福
祉
士
取
得

希
望
者
が
多
く
学
ん
で
い
ま
す
が
、
平

成
二
十
四
年
四
月
以
降
の
社
会
福
祉
士

受
験
資
格
取
得
の
た
め
の
受
け
入
れ
実

習
先
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
は

実
習
先
条
件
を
満
た
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
他
大
学
と
共
同
で
実
習
指
導
者

講
習
会
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

講
習
会
受
講
を
ご
検
討
い
た
だ
け
る
実

習
指
導
担
当
者
に
は
、
通
信
教
育
部
実

習
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
詳
細
が

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
学
前
に
一
年
以
上
相
談
援

助
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
は
実
習
を

せ
ず
に
社
会
福
祉
士
受
験
資
格
取
得
が

可
能
で
す
。
働
き
な
が
ら
資
格
取
得
を

目
指
す
方
の
た
め
の
通
信
教
育
部
で

す
。
ご
関
心
の
あ
る
方
は
通
信
教
育
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
電
話

0 

2 

2
―
2 

3 

3
―
2 

2 

1 

1
）。

　

平
成
二
十
二
年
度
O
B
・
O
G
セ

ミ
ナ
ー
（
企
業
編
）
が
十
一
月
十
三

日
、
本
学
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

館
で
行
わ
れ
、
企
業
に
勤
め
る
O
B
・

O
G
十
一
人
と
、
企
業
に
関
心
を

持
つ
二
、三
年
生
八
十
人
が
参
加
し
た
。

即
戦
力
と
し
て
活
躍
す
る
卒
業
生
が
一

人
ず
つ
紹
介
さ
れ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
先
輩
が
学

生
に
職
種
か
ら
内
容
ま
で
を
話
し
た
。

フ
リ
ー
面
談
で
は
職
業
を
選
ん
だ
理
由

や
や
り
が
い
、
学
生
時
代
に
や
っ
て
お

く
と
い
い
こ
と
、
会
社
訪
問
に
つ
い
て

な
ど
、
先
輩
か
ら
実
体
験
に
基
づ
い
た

情
報
を
得
て
い
た
。

　

と
か
く
緊
張
感
が
漂
い
が
ち
な
就
職

セ
ミ
ナ
ー
だ
が
、
互
い
に
先
輩
・
後
輩

の
間
柄
と
あ
っ
て
、
言
葉
の
や
り
と
り

に
も
ど
こ
か
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

︻
参
加
企
業
と
卒
業
生
＝
敬
称
略
︼

ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
㈱

�

（
高
橋　

千
里
＝
平
17
社
福
卒
）

丸
木
医
科
器
械
㈱

�

（
金
子　

義
到
＝
平
21
社
教
卒
）

大
正
製
薬
㈱

�

（
菅
野　

雄
太
＝
平
18
産
福
卒
）

㈱
ア
ク
テ
ィ
オ

�

（
安
藤　
　

寛
＝
平
16
社
福
卒
）

カ
メ
イ
㈱（
鈴
木　

健
太
＝
平
18
社
福
卒
）

㈱
藤
崎（
五
十
嵐　

佑
＝
平
20
社
福
卒
）

㈱
J
T
B
東
北
法
人
営
業
仙
台
支
店

�

（
瀬
上　

隆
二
＝
平
18
福
心
卒
）

㈱
S
J
C
（
及
川　

貴
博
＝
平
17
情
福
卒
）

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱

�

（
熊
谷　

雄
貴
＝
平
12
社
福
卒
）

㈱
秋
田
銀
行
仙
台
支
店

�
（
齋
藤
由
起
子
＝
平
18
福
心
卒
）

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

�

（
三
浦　

友
和
＝
平
18
社
福
卒
）

は
深
刻
で
「
疲
弊
し
、
困
難
を
極
め
て

い
る
状
況
を
救
済
し
た
い
。
国
が
凍
結

し
て
来
た
医
学
部
の
新
設
が
容
認
さ
れ

た
ら
、
す
ぐ
に
手
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
準
備
を
進
め
る
」
と
、
淡
々
な
が
ら

も
こ
と
ば
に
力
を
込
め
た
。

　

連
携
す
る
大
学
と
し
て
複
数
あ
る
中

か
ら
本
学
を
最
有
力
に
挙
げ
た
理
由
を

「
看
護
師
の
養
成
課
程
と
福
祉
・
医
療

課
程
を
備
え
、
か
つ
校
舎
の
余
裕
が
あ

る
。
か
な
り
の
数
で
医
師
も
い
る
」
と

説
明
し
た
。

　

こ
の
日
、
構
想
が
公
表
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
活
動
も
本
格
化
す
る
。
二
月

中
に
も
仙
台
厚
生
病
院
内
に
設
立
準
備

室
が
設
け
ら
れ
、
合
わ
せ
て
本
学
の
対

応
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
る
。

　

本
学
が
抱
き
続
け
て
き
た
夢
の
医
学

部
設
置
。
越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
が
、
実
現
す
れ
ば
、
医
師
不
足
に
あ

え
ぐ
東
北
地
域
に
と
っ
て
ま
た
と
な
い

朗
報
に
な
る
。

　

全
国
で
も
珍
し
い
大
学
吹
奏
楽
部
に

よ
る
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
十
月
八
日
か

ら
四
日
間
、
本
学
の
音
楽
堂
け
や
き
ホ
ー

ル
で
入
念
に
行
わ
れ
た
。
C 

D
と
し
て
発

売
さ
れ
る
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
ひ
と
夏

の
恋
～
け
や
き
の
気
に
抱
か
れ
て
⋮
」。

　

過
去
三
年
、
東
北
福
祉
大
学
吹
奏
楽

部
に
委
嘱
作
品
を
提
供
し
て
い
る
作
曲

家
・
八
木
澤
教
司
氏
が
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
を
手
が
け
た
本
格
版
。
指
揮
は
仙
台

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
奏
者
の
松
崎
泰
賢
氏
が
務

め
、〇
九
年
八
月
に
構
想
が
持
ち
上
が
っ

て
か
ら
二
年
越
し
の
作
品
に
な
っ
た
。

　

四
日
間
、
朝
か
ら
夜
ま
で
延
べ
40
時

間
、
八
木
澤
作
品
13
曲
が
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
さ
れ
た
。
中
で
も
全
日
本
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
三
年
連
続
出
場
記
念
と
し

て
献
呈
さ
れ
、
今
回
の
C 

D
の
メ
ー
ン

に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
最
新
作
「
ひ
と
夏

の
恋
⋮
」
に
み
ん
な
の
気
持
ち
が
凝
縮

さ
れ
た
。

　

八
木
澤
氏
は
本
学
吹
奏
楽
部
を
「
人

柄
が
穏
や
か
で
明
る
い
。
団
員
が
一
丸

に
な
っ
て
取
り
組
み
、
こ
ち
ら
の
期

待
に
応
え
て
く
れ
る
」
と
絶
賛
す
れ

ば
、
九
十
人
を
指
揮
し
た
松
崎
氏
は

「
細
部
に
わ
た
り
音
楽
性
を
追
究
す
る
。

（
部
員
は
）
い
い
経
験
を
し
て
い
る
」

と
精
力
的
に
タ
ク
ト
を
振
っ
た
。

　

二
人
が
共
通
し
て
求
め
た
の
は
「
大

学
生
の
レ
ベ
ル
を
越
え
る
」
で
、
一
切

の
妥
協
を
排
除
し
た
。
十
秒
作
る
た
め

に
50
回
ぐ
ら
い
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
及

ん
だ
ほ
ど
だ
。
レ
コ
ー
ド
会
社
、
出
版

社
も
全
面
協
力
し
た
。

　

完
成
し
た
東
北
福
祉
大
学
吹
奏
楽
部

の
フ
ァ
ー
ス
ト
C 

D
は
十
二
月
一
日
、

全
国
発
売
さ
れ
た
。
同
十
八
日
の
定
期

演
奏
会
で
も
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
、
多

く
の
観
客
の
注
目
を
集
め
た
。

　

話
題
は
広
が
り
、
欧
米
で
の
販
売
も
決

定
。
六
月
二
十
五
日
に
は
、
本
学
の
け
や

き
ホ
ー
ル
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
代
表
バ
ン

ド
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
今
や
国
際
的
な
展
開
を
見

せ
る
本
学
吹
奏
楽
部
の
演
奏
。
耳
だ
け
で

な
く
眼
ま
で
離
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。

通
信
教
育
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

持
っ
て
い
る
人

ゴ
ル
フ
の
祭
典
マ
ス
タ
ー
ズ
出
場
へ

日
本
人
ア
マ
史
上
初
　
一
年
生
松
山
英
樹
君

O
B
・
O
G
セ
ミ
ナ
ー（
企
業
編
）開
催

先
輩
か
ら
親
身
の
ア
ド
バ
イ
ス
受
け
る

全
国
発
売
か
ら
欧
米
に
ま
で
展
開

東
北
福
祉
大
学
　
吹
奏
楽
部
の
フ
ァ
ー
ス
ト
C
D

夢
の
医
学
部
設
置
構
想

仙
台
厚
生
病
院
の
指
名
最
有
力
候
補
に
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一般選抜　B日程試験［学部分割］　●出願期間 / 平成 23 年 2 月 1 日（火）～平成 23 年 2 月 12 日（土）［必着］

学部 学科・専攻 試験日 試験会場 合格発表日 手続期限日
総合福祉学部 福祉心理学科 平成 23 年

 2 月 18 日（金）

仙台
（本学国見
キャンパス）

札幌、青森、盛岡、
秋田、山形、郡山、
水戸、東京、新
潟

平成 23 年
 3 月 1 日（火）

平成 23 年
 3 月 11 日（金）

健康科学部 医療経営管理学科
総合福祉学部 社会教育学科

平成 23 年
 2 月 19 日（土）

総合マネジメント学部 情報福祉マネジメント学科

健康科学部 リハビリテーション学科
理学療法学専攻

子ども科学部 子ども教育学科 平成 23 年 
2 月 20 日（日）総合マネジメント学部 産業福祉マネジメント学科

総合福祉学部 社会福祉学科
平成 23 年

 2 月 21 日（月）健康科学部
保健看護学科

リハビリテーション学科
作業療法学専攻

C 日程試験［学部統一］　●出願期間 / 平成 23 年 2 月 22 日（火）～ 3月 7日（月）［必着］

学部 学科・専攻 試験日 試験会場 合格発表日 手続期限日

全学部 全学科 平成 23 年 
3 月 12 日（土）

仙台
（本学国見
キャンパス）

平成 23 年
3 月 18 日（金）

平成 23 年 
3 月 25 日（金）

C 日程試験［学部分割］　●出願期間 / 平成 23 年 2 月 22 日（火）～ 3月 7日（月）［必着］

学部 学科・専攻 試験日 試験会場 合格発表日 手続期限日

全学部 全学科
平成 23 年

 3 月 13 日（日）

仙台
（本学国見
キャンパス）

平成 23 年 
3 月 18 日（金）

平成 23 年 
3 月 25 日（金）

大学院今後の入学試験日程
［修士課程］ 出    願    期    間 選  考  日 合格発表日

通学制・一般 III 期
社会福祉学専攻だけ実施

2 月 14 日（月）～ 2 月 28 日（月） 3 月  5 日（土） 3 月 14 日（月）

社会人 II 期

通信制・II 期 1 月 17 日（月）～ 2 月 17 日（木） 2 月 26 日（土） 3 月  8 日（火）

平
成
23
年
度 

今
後
の
入
試
情
報

体

育

会

各

部

の

成

績

■総合福祉学部・子ども科学部・健康科学部
　入試センター　ＴＥＬ ０２２―７１７―３３１２  ＦＡＸ ０２２―７１７―３３３２

■大   学   院  総合福祉学研究科（博士・修士課程）
　問い合わせ　　ＴＥＬ ０２２―７２７―２２８８  ＦＡＸ ０２２―７２８―６４２０

■通信制大学院  総合福祉学研究科（修士課程）
　問い合わせ　　ＴＥＬ ０２２―２３３―２２１１  ＦＡＸ ０２２―２３３―２２１２

東北福祉大学ホームページ　http://www.tfu.ac.jp

　

陸
上
競
技
部

日
本
学
生
対
校
選
手
権
（
9
月
10
日
～

12
日
、
東
京
・
国
立
競
技
場
）

　

▽
男
子
走
幅
跳　

佐
々
木
秀

　
　

 

7
㍍
57　

2
位

　

▽
男
子
四
百
㍍　

渡
邉
和
也

　
　

48
秒
28　

8
位

　

▽
女
子
走
幅
跳　

齊
藤
か
お
り

　
　

5
㍍
83　

6
位

　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

全
日
本
学
生
選
手
権
（
11
月
19
日
、
大

阪
市
）

　

▽
男
子
・
女
子　

と
も
に
一
回
戦
敗
退

　

卓
球
部

全
日
本
大
学
総
合
選
手
権
・
個
人
（
10

月
22
～
24
日　

大
阪
府
門
真
市
）

　

▽
男
子
単
複　

と
も
に
二
回
戦
敗
退

　

▽
女
子
単
複　

と
も
に
三
回
戦
敗
退

　
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権
（
1
月
6
日

北
海
道
釧
路
市
）

　

▽
一
回
戦
敗
退

　
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

第
45
回
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
（
9

月
10
～
12
日　

富
山
市
岩
瀬
）

　

▽
準
決
勝

　
　

東
北
福
祉
大　

1
―
2　

武
庫
川
女
大

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

全
日
本
大
学
選
手
権
（
11
月
29
日
～ 

12
月
5
日　

東
京
武
道
館
ほ
か
）

　

▽
男
子　

三
回
戦
敗
退

　

▽
女
子　

一
回
戦
敗
退

　

ゴ
ル
フ
部

全
日
本
大
学
・
高
校
対
抗
戦
（
11
月

22
、
23
日
、
栃
木
県
那
須
野
ケ
原
）

　

▽
男
子
個
人　

塩
見
好
輝　

1
位

　

▽
女
子
個
人　

岩
周
里
紗　

3
位

　
東
北
福
祉
大
学
は
一
八
七
五
年（
明
治
八
年
）に
曹
洞
宗
専
門
学
支
校
と
し
て
誕
生
し
た
。
幾
多
の
変
遷
を
重
ね
一
九
五
八
年（
昭

和
三
十
三
年
）
に
短
期
大
学
に
な
り
、
六
二
年
（
同
三
十
七
年
）
に
四
年
制
大
学
に
昇
格
、
社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
を
設

け
た
。
短
大
時
代
か
ら
数
え
、
卒
業
生
の
数
は
三
万
六
千
人
を
超
え
て
い
る
。
さ
て
、
大
学
の
時
々
を
振
り
返
る
シ
リ
ー
ズ
は
21

回
目
。
今
回
は
本
学
で
三
つ
目
の
学
科
・
社
会
教
育
学
科
の
設
立
に
向
け
、
準
備
に
入
っ
た
一
九
七
〇
年
（
同
四
十
五
年
）
を
取

り
上
げ
る
。
ま
た
、
養
護
教
諭
免
許
は
こ
の
年
か
ら
取
得
可
能
に
な
っ
た
。

　

教
育
が
在
学
中
だ
け
で
な
く
全
人
生

を
通
じ
て
の
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る

時
代
が
来
た
。い
わ
ゆ
る
生
涯
教
育
で
、

中
で
も
社
会
教
育
の
重
要
性
が
問
わ
れ

て
い
た
。
求
め
ら
れ
た
の
が
組
織
と
場

所
、
機
会
の
提
供
だ
が
、
そ
れ
ら
を
生

か
す
の
は
す
べ
て
人
。
知
識
と
技
術
を

持
っ
た
指
導
者
で
あ
っ
た
。

　

と
き
の
大
久
保
道
舟
学
長
は
五
月
の

理
事
会
で
社
会
教
育
学
科
設
置
の
提
案

理
由
を
述
べ
て
い
る
。「
今
後
の
国
民

教
育
は
青
少
年
を
対
象
と
す
る
の
み
で

な
く
、
大
人
も
子
ど
も
も
男
も
女
も
、

産
業
人
も
教
育
者
も
み
ん
な
が
お
互
い

に
睦
み
合
い
導
き
合
っ
て
、
お
互
い
の

教
養
を
高
め
て
い
く
方
法
が
取
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
学
が
我
が
国
初

の
独
自
の
学
科
を
新
設
し
て
人
材
の
養

成
を
図
り
、
社
会
教
育
の
担
い
手
を
送

り
出
し
た
い
」
と
力
説
し
、
全
会
一
致

の
賛
同
を
得
た
。

　

九
月
に
は
「
社
会
教
育
学
科
設
置
に

伴
う
協
議
書
」
を
坂
田
文
部
大
臣
宛
て

に
申
請
、
翌
一
月
に
開
設
許
可
の
通
知

を
手
に
し
た
。
こ
の
際
の
改
善
点
と
し

て
指
摘
さ
れ
た
「
校
地
不
足
」
に
関
し

て
は
、
す
で
に
宮
城
町
熊
个
根
に
大
倉

運
動
場
（
約
一
万
六
千
平
方
㍍
）
建
設

の
計
画
が
進
ん
で
お
り
、
ほ
ぼ
解
決
済

み
で
あ
っ
た
点
も
功
を
奏

し
た
。

　

三
学
科
の
入
学
定
員

は
、社
会
福
祉
学
科
百
人
、

産
業
福
祉
、
社
会
教
育
学

科
が
と
も
に
五
十
人
の
計

二
百
人
、
四
年
の
総
定
員

は
八
百
人
に
な
っ
た
。
ち

な
み
に
七
〇
年
の
学
生
数

は
一
、二
〇
九
人
、
社
会

教
育
学
科
が
誕
生
し
た

七
一
年
は
一
、四
四
六
人

に
上
っ
た
。

　

今
も
保
健
室
の
先
生
と

し
て
人
気
の
あ
る
養
護
学

校
教
諭
資
格
免
許
の
取
得
が
可
能
に

な
っ
た
の
も
七
〇
年
だ
っ
た
。
教
職
の

履
修
最
高
単
位
数
は
三
年
次
が 

二
四
、
同
四
年
次
が
二
八
単
位
に
改
め

ら
れ
た
。

　

学
生
紛
争
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
二
年
を

過
ぎ
た
と
は
い
え
、
学
内
は
十
一
月
の

大
学
祭
を
控
え
て
混
沌
と
し
た
様
相
を

呈
し
て
い
た
。
中
で
も
大
学
寮
の
委
員

会
か
ら
学
長
・
副
学
長
及
び
教
授
会
宛

て
に
「
公
開
質
問
状
」
が
届
け
ら
れ
た
。

前
文
に
は「
現
大
学
の
問
題
点
で
あ
り
、

日
連
続
の
60
台
を
キ
ー
プ
。
安
定
し
た

ゴ
ル
フ
で
後
輩
を
引
っ
張
っ
た
。
阿
部

靖
彦
監
督
は
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
発
揮

さ
れ
た
。
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
た
」
と

“
和
”
を
勝
因
に
挙
げ
た
。

　

初
日
首
位
タ
イ
発
進
の
女
子
は
最
終

日
、
首
位
に
5
打
差
を
許
し
、
二
位
に

と
ど
ま
っ
た
が
、
次
回
に
期
待
を
抱
か

せ
る
内
容
だ
っ
た
。

　

ゴ
ル
フ
の
第
54
回
信
夫
杯
争
奪
日
本

大
学
対
抗
戦
と
第
11
回
同
日
本
女
子
大

学
対
抗
戦
最
終
日
が
十
一
月
十
日
、
千

葉
C‌

C
梅
郷
C
（
男
子
12
校
、
女
子
9

校
、
と
も
に
パ
ー
72
）
で
争
わ
れ
た
。

　

初
日
、
二
位
に
15
打
差
を
つ
け
た
本

学
男
子
は
、
最
終
日
も
エ
ー
ス
藤
本
佳

則
（
三
年
）
が
連
日
の
ベ
ス
ト
ス
コ
ア

67
を
マ
ー
ク
し
、
チ
ー
ム
を
け
ん
引
。

二
位
と
の
差
を
23
に
広
げ
、
七
大
会
連

続
、
通
算
十
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

藤
本
は
通
算
1‌

3‌

4
ス
ト
ロ
ー
ク
で
最

優
秀
選
手
に
輝
い
た
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
六
人
の
う
ち
三
人
が
一

年
生
の
若
い
チ
ー
ム
。
や
は
り
頼
り
に

な
る
の
は
上
級
生
だ
っ
た
。
エ
ー
ス
藤

本
が
出
場
選
手
の
中
で
た
だ
一
人
、
二

は
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
多
方
面
で

健
筆
を
振
る
っ
て
い
る
。

　

本
は
B 

5
版
、
3 

2 

6
㌻
で
定
価
は

1 

5 

0 

0
円
（
税
別
）。
主
要
書
店
で

好
評
発
売
中
。

V7 を飾ったゴルフ部男子
スカウトに挟まれた阿部君（中央）

1970 年ごろの校舎。手前は 65 年ごろに植えられた松の木

大
学
の
一
員
で
寮
生
の
我
々
が
中
心
と

な
り
全
学
の
意
向
を
代
表
し
、
こ
こ
に

明
ら
か
に
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

　

質
問
は
七
項
目
か
ら
成
り
、
ゼ
ミ
・

サ
ー
ク
ル
室
に
暖
房
器
具
を
設
備
す
る

意
向
が
あ
る
か
、
寮
の
在
寮
を
な
ぜ
一

年
に
短
縮
し
た
の
か
、
国
立
大
が
授
業

料
値
上
げ
を
予
定
す
る
が
福
祉
大
の
意

向
は
？　

な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
項

目
が
目
を
引
く
。
四
十
一
年
が
経
っ
た

今
で
も
生
活
に
直
結
す
る
項
目
は 

切
実
だ
。

　

四
月
に
仙
台
六
大
学
野
球
連
盟
が
発

足
、
三
月
か
ら
九
月
に
か
け
大
阪
で
日

本
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
華
や
か

さ
の
一
方
で
、
十
一
月
に
作
家
・
三
島

由
紀
夫
が
東
京
・
市
个
谷
の
自
衛
隊
内

で
割
腹
自
殺
を
遂
げ
た
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
年
で
も
あ
っ
た
。

　

硬
軟
、動
静
が
脈
打
つ
社
会
情
勢
下
。

そ
ん
な
中
で
も
生
涯
教
育
、
社
会
教
育

の
重
要
性
は
叫
ば
れ
、
そ
の
意
義
は
今

も
っ
て
変
わ
り
な
い
。

信
夫
杯
で
V‌

7
男
子 

準
V
女
子

阿
部
俊
人
君
が
楽
天
の
3
位
指
名

　

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
高
橋
昌
江
さ
ん（
平

20
社
教
卒
）
が
10
月
７
日
発
売
の
「
検
証

甲
子
園
2 

0 

1 

0
」（
講
談
社
）
に
寄
稿
。

昨
夏
の
福
島
県
大
会
準
々
決
勝
で
、
敗
れ

は
し
た
が
強
豪
・
聖
光
学
院
を
相
手
に
完

投
し
た
会
津
工
の
エ
ー
ス
・
村
岡
投
手
の

物
語
を
4
㌻
に
わ
た
り
、
描
い
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
在
学
中
に
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
と
新
聞
部
に
所
属
。
卒
業
後

　

陸
上
の
全
日
本
大
学
女
子（
杜
の
都
）

駅
伝
が
十
月
二
十
四
日
、
六
区
間
（
仙

台
市
陸
上
競
技
場
～
仙
台
市
役
所
前
市

民
広
場
、
38
・
6
㌔
）
に
26
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
争
わ
れ
た
。
四
年
連
続
出
場

の
本
学
は
、
順
位
こ
そ
前
年
を
二
つ
下

回
る
21
位
（
2
時
間
17
分
9
秒
）
に
後

退
し
た
が
、
二
年
連
続
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぐ
底
力
を
発
揮
し
た
。

　

ま
た
、
男
子
の
第
42
回
全
日
本
大
学

駅
伝
は
十
一
月
七
日
、
八
区
間
（
名
古

屋
市
熱
田
神
宮
～
三
重
県
伊
勢
市
伊
勢

神
宮
、
1 

0 

6
・
8
㌔
）
で
26
チ
ー
ム

が
参
加
。
八
年
連
続
八
度
目
の
出
場
の

本
学
は
、
前
年
を
約
11
分
短
縮
す
る
5

時
間
39
分
11
秒
で
、
順
位
は
二
つ
上
回

る
20
位
に
前
進
し
た
。

　

2 

0 

1 

0
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議

が
十
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
、
硬
式
野

球
部
主
将
の
阿
部
俊
人
君
が
東
北
楽
天

か
ら
3
位
指
名
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
五

年
ぶ
り
四
十
一
人
目
の
プ
ロ
野
球
選
手
。

指
名
後
の
合
同
記
者
会
見
で
「
う
れ
し

い
。
お
世
話
に
な
っ
た
人
、
す
べ
て
に

感
謝
し
た
い
」
と
ホ
オ
を
緩
ま
せ
た
。

　

一
年
次
か
ら
毎
秋
の
リ
ー
グ
戦
で
遊

撃
手
の
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
、
四
年
秋
に
は

最
多
盗
塁
と
M 

V 

P
を
獲
得
。
世
界
大

学
野
球
選
手
権
に
は
日
本
代
表
入
り

し
、
遊
撃
手
で
堅
守
を
披
露
し
た
。

　

走
・
攻
・
守
の
三
拍
子
を
兼
ね
備
え
、

目
標
の
選
手
を
問
わ
れ
る
と
「
大
学
の

先
輩
で
あ
る
金
本
選
手
（
阪
神
）
の
よ

う
に
な
り
た
い
。
怪
我
し
て
も
試
合
に

出
る
の
は
す
ご
い
。
プ
レ
ー
だ
け
で
な

く
精
神
的
に
も
素
晴
ら
し
い
」
と
尊
敬

の
ま
な
ざ
し
を
浮
か
べ
た
。

社
会
教
育
の
重
要
性

昭和 45 年

（1970 年）

当　時

社
会
教
育
学
科
設
立
を

大
久
保
学
長
が
提
案

高
橋
さ
ん
の
寄
稿
本

　
大
学
駅
伝
女
子
21
位

男
子
20
位
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東北福祉大学　芹沢銈介美術工芸館　展示予定
年 2011 年 2012 年
月 4 月 6 日（水）～ 6 月 30 日（木） 7 月 14 日（木）～ 9 月 4 日（日） 10 月 1 日（土）～ 12 月 20 日（火） 1 月 12 日（木）～ 3 月 3 日（土）
展
示
内
容

〈特別展〉芹沢銈介蒐集　土のもの
―アフリカ・アジア・アメリカの土器・土偶・陶器―

〈企画展〉浴女
―芹沢銈介の描く野の精たち―

〈特別展〉柏市所蔵・芹沢銈介の名作
―砂川七郎コレクション―

〈常設展〉
猪口と飯茶碗

まだ間に合うNY記念展

開館時間　10：00 ～ 16：30（入館は 16：00 まで）
休 館 日　展示替え期間、入試期間
入 館 料　一般 300 円、学生 200 円（高校生以下、本学学生・教職員は無料）

〒 981-8522　仙台市青葉区国見 1 丁目 8 番 1 号
東北福祉大学 2 号館内　TEL  022-717-3318

FAX  022-717-3324

三林氏

社
会
人
に
な
っ
て

�

高
桑
翔
子
氏
（
新
潟
県
）

　

芹
沢
銈
介
美
術
工
芸
館
で

は
、現
在
も
特
別
展
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
展
開
催
記
念　

型
絵

染
の
巨
匠　

芹
沢
銈
介
」
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
十

月
一
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
、

約
半
年
に
及
ぶ
ロ
ン
グ
ラ
ン

で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
十
月
か
ら
二
〇
一
〇
年

一
月
ま
で
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
を
記
念

し
、
八
十
五
日
間
で
約
七
千
五
百
人
が

訪
れ
た
熱
気
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る 

内
容
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
出
品
さ
れ
た
作
品
を

中
心
に
１
４
３
点
を
展
示
。「
モ
ダ
ン
で
あ

り
な
が
ら
伝
統
的
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
」

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
）
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
も
芹
沢
作
品
を
絶
賛
し
た
。

　

こ
う
し
た
海
外
で
も
評
価
が
高
い
理

由
を
、
本
学
の
学
芸
員
は
「
芹
沢
先
生

が
創
造
し
た
彩
り
豊
か
な
作
品
に
見
ら

れ
る
デ
ザ
イ
ン
構
成
力
や
、
高
度
な
染

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

色
技
術
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
分
析
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
本
館
で
芹
沢
作
品
の
神
髄

に
触
れ
た
見
学
者
の
反
応
も
す
こ
ぶ
る

い
い
。
十
一
月
に
山
形
新
聞
と
福
島
民

友
の
新
聞
社
が
主
催
し
た
一
行
や
、
福

島
県
立
小
野
高
校
P 

T 

A
の
参
加
者
か

ら
「
デ
ザ
イ
ン
と
い
い
、色
遣
い
と
い
い
、

素
晴
ら
し
い
の
ひ
と
言
」
と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

期
間
中
の
水
・
土
曜
日
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
糸
雛
を
作
ろ
う
」
が
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
内
で
行
わ
れ
て
い
る
。

感
性
に
刺
激
を
受
け
た
後
、
芹
沢
作
品

の
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
た
雛
人
形
作
り
に

挑
戦
す
る
の
も
一
興
か
。

　

特
別
展
の
閉
展
ま
で
残
り
一
カ
月
。

一
度
は
見
て
み
る
価
値
は
十
分
に
あ
る
。

奥山氏が受賞した表彰状

《
平
成
二
十
三
年
度
総
会
》

　
群
馬
県
同
窓
会
（
予
定
）

日
時
：
七
月
九
日
（
土
）
夕
方
～
開
催

予
定

　

同
窓
会
と
合
わ
せ
て
本
学
へ
の
進
学

説
明
会
を
次
の
通
り
、
行
う
予
定

七
月
八
日
（
金
）
教
員
の
皆
さ
ま
対
象

七
月
九
日
（
土
）
同
窓
会
の
前
に
生
徒
・

保
護
者
の
皆
さ
ま
対
象

　
新
潟
県
同
窓
会

日
時
：
九
月
十
日
（
土
）
時
間
は
未
定

場
所
：
新
潟
市
内

連
絡
先
：
三
林
け
い
子

携
帯
：
0‌
8‌
0
―
5‌

6‌

4‌

8
―
4‌

4‌

8‌

3

F‌

A‌

X
：
0‌
2‌
5
―
2‌

2‌

4
―
0‌

9‌

0‌

2

開
催
予
告

5‌

階
ロ
ビ
ー
の
N‌

Y
バ
ナ
ー

高桑氏

年度別在籍者数推移（平元〜平22）その2＝平成編

前
列
左
か
ら
3
番
目
が
林
拓
氏

人
　
物
　
登
　
場

同
　
窓
　
会
　
便
　
り
　
①

　

山
形
県
在
住
の
奥
山
ゆ
か
り
氏
（
平
20

通
信
卒
）
が
十
月
、
山
形
県
精
神
保
健
福

祉
協
会
主
催
の
第
48
回
山
形
県
精
神
保
健

福
祉
大
会
で
十
束
賞
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。
奥
山
氏
は
「
高
次
脳
機
能
障
が
い
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
～
気
づ
き
か
ら
始
ま
っ

た
生
活
変
容
～
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
発
表

を
行
い
「
在
学
中
に
学
び
の
場
を
重
ね
、

症
例
が
現
場
に
反
映
で
き
た
と
し
た
ら
、

う
れ
し
い
」
と
喜
び
の
弁
を
述
べ
た
。

　

こ
の
大
会
は
精
神
保
健
福
祉
思
想
の

普
及
や
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
等
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

北
海
道
旭
川
地
区
同
窓
会
副
会
長
の
林

拓
氏
（
昭
45
社
福
卒
）
が
七
月
、
財
団
法

人
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
の
愛
護
福

祉
賞
を
受
賞
し
た
。
昭
和
45
年
以
来
多
年

に
わ
た
り
、
知
的
障
害
福
祉
事
業
に
貢
献

し
た
と
し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
。

　

愛
護
福
祉
賞
と
は
、
知
的
障
が
い
福
祉

の
分
野
に
お
い
て
、
顕
著
な
業
績
を
挙
げ

た
人
ま
た
は
団
体
に
年
一
回
送
ら
れ
る
。

　

新
潟
県
同
窓
会
の
三
林
け
い
子
事
務
局

長
（
昭
和
59
社
福
卒
）
が
「
新
潟
発
↓
カ
ン

ボ
ジ
ア
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
７
３
０
」
の
代

表
と
し
て
精
力
的
に
活
動
を
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
二
十
一
世
紀
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
支
援
す
る
会
」
の
理
事
で
、

こ
れ
ま
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
六
回
訪
問
。

同
会
が
二
〇
〇
九
年
三
月
に
児
童
養
護

施
設
（
孤
児
院
）「
夢
ホ
ー
ム
」
を
開

設
し
て
か
ら
は
専
属
で
支
援
。
訪
問
ご

と
に
テ
ー
マ
を
決
め
、次
回
三
月
は「
日

本
食
週
間
」
と
し
一
週
間
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
念
願
の
「
卓
球
チ
ー
ム
さ
ん
ば
」

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
三

林
さ
ん
は
大
学
時
代
卓
球
部
に
所
属
。
卓
球

台
は
す
で
に
新
潟
か
ら
船
便
で
運
び
込
み
、

「
将
来
は
卓
球
交
流
が
で
き
る
選
手
を
育
て

た
い
」
と
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

　

現
在
、毎
晩
一
時
間「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ス
カ
イ
プ
」
を
利
用
し
て
子
ど
も

た
ち
に
日
本
語
を
指
導
。「
と
て
も
勉

強
熱
心
。
将
来
自
立
し
て
就
職
に
有
利

に
な
る
よ
う
、
い
ろ
ん
な
技
術
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
る
。

　

三
林
さ
ん
の
活
動
の
様
子
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
新
潟
発
↓
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
７
３
０
」
で
検
索
可
。

こ
ん
な
言
葉
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

「
あ
な
た
ら
し
く
一
生
懸
命
に
な
れ
ば

そ
れ
で
い
い
。
つ
ら
い
時
に
は
私
が
つ

い
て
い
る
」
そ
う
言
わ
れ
た
時
は
、
嬉

し
く
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

友
人
も
、
私
と
同
じ
よ
う
に
社
会
人
一

年
目
で
、保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

仕
事
の
苦
悩
は
同
じ
は
ず
な
の
に
、
私
は

自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
。
友
人
の
温
か
な
気
持
ち
に
触
れ
た

そ
の
時
、
や
っ
と
周
り
に
目
を
向
け
、
自

分
を
客
観
視
で
き
た
の
で
す
。
毎
日
悩
ん

で
い
る
の
は
、私
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
同
じ
で
す
。
そ
れ
で
も
友
人
は
、

に
対
す
る
情
熱
や
達
成
感
を
味
わ
え
な

い
で
い
る
自
分
に
、
嫌
気
が
さ
す
ば
か
り

で
し
た
。
本
当
に
自
分
は
、
こ
の
仕
事
を

選
ん
で
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
目
標

を
見
失
い
、
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
大
学
時
代
の
友
人
が
、

　

二
〇
一
〇
年
三
月
に
子
ど
も
教
育
学

科
を
卒
業
し
、
地
元
新
潟
で
講
師
と
し

て
小
学
校
に
勤
め
、
も
う
す
ぐ
一
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
一
年
目
は　

苦
悩
の
連
続
で

し
た
。
何
を
や
っ
て
も
空
回
り
し
て
う
ま

く
い
か
ず
、
失
敗
ば
か
り
の
毎
日
。
仕
事

私
を
心
配
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
過
ぎ
て
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
周
り
に
は
自
分
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
。

自
分
も
、
そ
の
友
人
や
、
他
の
誰
か
の
支

え
と
な
る
よ
う
な
存
在
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
の
自
分
と
一
年
前
の
自
分
を
比
べ
る

と
、
何
か
一
つ
殻
を
破
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
家
族
、
恩
師
、

同
僚
、
た
く
さ
ん
の
友
人
た
ち
が
力
を
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
殻
を
破
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
が
、
友
人
の
あ
の
言
葉
で

し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
東
北
福
祉
大
学
同
窓
会
報
第
20
号
に
続
き
、
今
号
で
は
平
成
の
在
籍
者
数
を
掲
載
す
る
。
前
号
は
短
期
大
学
発
足
の
昭
和

三
十
三
年
か
ら
同
六
十
三
年
ま
で
で
、
今
号
で
は
平
成
元
年
か
ら
同
二
十
二
年
ま
で
。
学
科
の
開
設
と
合
わ
せ
て
年
代
ご
と
、
四

学
年
分
の
在
籍
者
数
推
移
が
一
目
で
分
か
る
。
あ
な
た
が
過
ご
し
た
時
代
は
そ
れ
ぞ
れ
何
人
？
　
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

精
神
保
健
福
祉
協
会
十
束
賞
受
賞

‌�

奥
山
ゆ
か
り
氏
（
山
形
県
）

愛
護
福
祉
賞
受
賞

‌�

林
拓
氏
（
北
海
道
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
支
援
活
動

〜
卓
球
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
〜

‌�

三
林
け
い
子
氏
（
新
潟
県
）

社会福祉学部を総合福祉
学部に名称変更
情報福祉学科設置開設

子ども教育学科設置開設
保健看護学科設置開設

産業福祉マネジメント学科設置開設
情報福祉マネジメント学科設置開設
リハビリテーション学科設置開設
医療経営管理学科設置開設

※基準日　毎年 5月 1日

社会福祉学科 産業福祉学科 社会教育学科 福祉心理学科 情報福祉学科
子ども教育学科 保健看護学科 リハビリテーション学科 医療経営管理学科
産業福祉マネジメント学科 情報福祉マネジメント学科

396949613 4,2882,330平 元年

384995663 4,4132,371平 2 年

3781,028731 4,4752,338平 3 年

3811,031755 4,3972,230平 4 年

3871,011720 4,2552,137平 5 年

4001,007685 4,1722,080平 6 年

408996633 4,1122,075平 7 年

421965617 4,0462,043平 8 年

413931595 3,9762,037平 9 年

404890603 3,8741,977平10年

380827592 3,6341,835平11年

387 108770568 3,5871,754平12年

217397758525 3,6441,747平13年

335422748482 3,7361,749平14年

458478748470 3,9191,765平15年

473499758478 4,0191,811平16年

485538765489 4,1711,894平17年

482 178 80559782510 4,5061,915平18年

161372489569789516 4,8051,906平19年

232 9183565367 128125578716389 5,0911,817平20年

179 167307750251254244601640265 5,3801,722平21年

255 252309766364381130608587141 5,4001,607平22年
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児
童
福
祉
部
同
窓
会

心
身
障
害
者
福
祉
研
究
部

副
会
長
亀
勇
一
氏
（
昭
52
社
福
卒
）

　

十
二
月
十
一
日
（
土
）
十
五
時
よ
り
、

市
内
ホ
テ
ル
の
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で

北
海
道
札
幌
地
区
同
窓
会
が
開
催
さ
れ

た
。
総
会
、
講
演
会
は
三
十
六
名
、
懇

親
会
は
三
十
四
名
が
参
加
。総
会
で
は
、

渡
邊
憲
介
会
長
（
昭
47
社
福
卒
）
の
挨

拶
の
あ
と
、
東
北
福
祉
大
学
同
窓
会
会

長
で
あ
り
、
学
生
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
の
菅
本
昭
夫
氏
が
挨

拶
。
学
部
学
科
の
再
編
成
、
教
職
員
が

一
〇
〇
〇
名
を
超
え
た
こ
と
な
ど
、
私

た
ち
卒
業
生
に
は
興
味
深
い
情
報
を
た

く
さ
ん
頂
い
た
。

　

議
長
を
選
出
後
、
二
十
一
年
度
事
業

報
告
、
決
算
報
告
、
二
十
二
年
度
事
業

計
画
、予
算
案
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
講
師
に
東
北
福
祉
大

学 

総
合
福
祉
学
部
心
理
学
科
教
授 

渡

部
純
夫
氏
を
迎
え
「
職
場
に
お
け
る
メ

　

表
彰
・
入
賞
し
た
方
、
個
人
ま
た
は

同
窓
生
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

住
所
・
勤
務
先
の
変
更
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

連
絡
先
＝
本
学
同
窓
会
事
務
局
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札幌地区同窓会

栃木県同窓会

43 年前の合宿風景

児童福祉部

新潟県同窓会
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ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
の
演
題
で
お
話
を
い

た
だ
い
た
。
臨
床
心
理
士
と
し
て
活
躍

中
の
先
生
は
、
中
年
期
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
。
身
近
な

テ
ー
マ
だ
け
に
、
参
加
者
は
学
生
時
代

を
彷
彿
さ
せ
る
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、メ
ン
タ
ル
の
強
い
人
は「
楽

観
的
な
人
」で
あ
る
、強
い
職
場
は「
和
」

の
あ
る
と
こ
ろ
、
強
さ
を
担
保
す
る
諸

条
件
は
「
朝
食
を
摂
る
こ
と
」
な
ど
、

調
査
研
究
に
基
づ
く
興
味
深
い
お
話
を

付
け
加
え
た
。

　

十
七
時
三
十
分
か
ら
は
同
じ
会
場
で

来
賓
の
二
人
を
交
え
て
懇
親
会
が
行
わ

れ
た
。職
場
の
情
報
交
換
が
あ
っ
た
り
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
と
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　

来
年
は
第
五
回
の
同
窓
会
に
な
る
。

現
在
の
会
員
数
は
一
七
九
名
で
、
さ
ら

に
札
幌
在
住
の
同
窓
生
は
倍
以
上
で
は

と
予
想
さ
れ
る
。
組
織
率
を
高
め
る
こ

と
を
課
題
に
、
来
年
は
よ
り
多
く
の
参

加
を
願
っ
て
い
る
。

事
務
局
長
猪
野
弘
行
氏（
昭
51
社
福
卒
）

　

栃
木
県
同
窓
会
二
〇
一
〇
年
度
総
会

が
十
一
月
十
四
日
（
日
）、
宇
都
宮
市

コ
ン
セ
ー
レ
で
会
員
十
九
名
が
出
席

し
、
開
催
さ
れ
た
。
初
め
に
小
池
芳
子

会
長
（
昭
37
短
大
卒
）
が
「
本
県
同
窓

会
が
母
校
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
挨
拶
を
述
べ
た
。
来
賓
と
し
て
学

生
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼
法
務
室
長

の
福
冨
哲
也
教
授
が
「
本
学
は
大
学
本

体
と
各
種
の
福
祉
・
医
療
施
設
、
研
究

所
、
各
種
セ
ン
タ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
た

複
合
体
で
あ
る
。
地
域
社
会
と
の
関
わ

り
を
大
切
に
、
建
学
の
精
神
を
掲
げ
て

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
大

学
の
近
況
を
報
告
し
た
。

　

協
議
で
は
、
二
〇
〇
九
年
度
事
業
報

告
書
、
決
算
報
告
、
二
〇
一
〇
年
度
事

業
報
告
、
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。
役
員

改
選
で
は
、
小
池
会
長
が
体
調
な
ど
の

理
由
に
よ
り
退
任
し
、
新
会
長
と
し
て

池
谷
友
夫
氏
（
昭
49
社
福
卒
）
が
選
出

さ
れ
た
。
小
池
前
会
長
か
ら
大
役
を
引

き
継
い
だ
池
谷
新
会
長
は
「
同
窓
会
の

た
め
微
力
な
が
ら
頑
張
り
た
い
。
ま
た

来
年
度
は
設
立
十
周
年
を
迎
え
る
。
お

世
話
に
な
っ
た
諸
先
生
を
お
迎
え
し
開

催
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
茶

話
会
を
行
っ
た
。
出
席
者
の
近
況
報
告

や
学
生
時
代
の
思
い
出
話
な
ど
に
花
が

咲
き
、和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

結
び
に
福
冨
教
授
か
ら
「
本
学
は
大
き

な
夢
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
る
。
栃

木
県
同
窓
会
の
皆
様
に
期
待
す
る
」
と

心
温
ま
る
励
ま
し
の
エ
ー
ル
が
あ
り
、

出
席
者
は
母
校
の
卒
業
生
と
し
て
の
誇

り
を
改
め
て
胸
に
抱
い
た
。

　

九
月
十
一
日
（
日
）、
長
岡
市
の
高

齢
者
セ
ン
タ
ー
「
け
さ
じ
ろ
」
で
総
会

と
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

　

総
会
の
テ
ー
マ
は
「
災
害
弱
者
を
つ

く
ら
な
い
た
め
に
～
中
越
地
震
で
の
取

り
組
み
と
こ
れ
か
ら
～
」
で
大
学
か
ら

は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
の
羽

田
博
子
と
学
生
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
の
鈴
木
正
志
が
出
席
し
た
。

　

初
め
に
鈴
木
職
員
か
ら
大
学
の
近
況

報
告
を
踏
ま
え
、
平
成
十
六
年
に
起
き

た
新
潟
県
中
越
地
震
を
中
心
と
す
る
、

本
学
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　

後
に
小
山
剛
会
長
（
昭
51
社
福
卒
）

が
「
災
害
時
の
支
援
体
制
と
B 

C 

P
」

と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。
支
援
体
制
の

面
で
は
、「
大
き
な
災
害
に
遭
っ
た
と

き
に
家
族
や
近
所
の
人
に
救
出
さ
れ
て

い
る
人
が
大
半
で
、
消
防
等
の
公
的
機

関
に
救
助
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
数
パ
ー

セ
ン
ト
し
か
な
く
、
い
か
に
ご
近
所
付

き
合
い
が
大
切
で
あ
る
か
」
と
い
う
話

が
あ
り
、出
席
者
は
う
な
ず
き
な
が
ら
、

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

　

社
会
福
祉
に
お
け
る
問
題
意
識
を
常

に
も
っ
て
い
る
新
潟
県
同
窓
会
な
ら
で

は
の
企
画
で
、
今
後
ま
す
ま
す
の
期
待

が
寄
せ
ら
れ
る
。

　

懇
親
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
行

わ
れ
、
お
互
い
の
近
況
報
告
な
ど
で
話

題
は
絶
え
な
か
っ
た
。

　

同
窓
会
の
前
に
母
校
を
訪
問
し
た
石

川
克
己
氏
か
ら
母
校
の
変
容
ぶ
り
が
紹

介
さ
れ
、「
当
時
と
変
わ
ら
な
か
っ
た

の
は
、
坂
道
だ
け
で
す
」
に
、
皆
思
わ

ず
息
を
飲
ん
で
い
た
。

　

次
回
は
北
海
道
で
開
催
し
よ
う
と
約

束
し
、
話
題
の
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を

見
に
行
こ
う
と
、
定
禅
寺
通
り
に
足
を

運
ん
だ
。
ど
ん
な
に
綺
麗
な
ん
だ
ろ
う

と
思
い
浮
か
べ
た
ま
で
は
よ
か
っ
た

が
、
着
い
た
時
に
は
夜
が
遅
す
ぎ
て
消

え
て
い
た
。

　

平
成
七
年
当
時
、
国
連
I 

L 

O
専
門

官
と
し
て
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
活
躍

さ
れ
て
い
た
頃
の
先
生
を
撮
影
し
た
ビ

デ
オ
が
上
映
さ
れ
、
一
同
は
時
の
流
れ

の
速
さ
を
実
感
し
た
。

　

ま
た
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
旧
交

を
温
め
る
と
と
も
に
新
た
な
出
会
い
の

場
を
作
る
た
め
、
二
つ
の
計
画
が
承
認

さ
れ
た
。

1
、
記
念
文
集
「
谷
先
生
の
出
会
い
と

思
い
出
」
の
発
行
決
定

　

そ
こ
で
、
谷
先
生
と
親
交
の
あ
っ
た

O 

B
な
ら
び
に
関
係
者
の
方
々
へ
の
お

願
い
。

　

貴
方
に
と
っ
て
、
谷
先
生
と
の
出
会

い
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　

貴
方
の
胸
に
残
る
谷
先
生
と
の
思
い

出
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
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2
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
日
本
国

際
福
祉
協
会
（
J 

I 

W 

A
）」
の
設
立

　

日
本
国
際
福
祉
協
会
は
、
1 

9 

9 

5

年
に
谷
教
授
が
設
立
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
八
、九
月
に
か
け
東
北
福

祉
大
学
卒
業
生
か
ら
、
学
芸
出
版
（
株
）

＝
大
阪
市
＝
と
い
う
業
者
よ
り
「
東
北

福
祉
大
学
職
業
別
名
簿
」
発
刊
を
名
目

に
し
た
郵
便
往
復
は
が
き
が
届
い
て
い

る
、
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

返
信
は
が
き
に
電
話
番
号
や
職
業
、
出

身
高
校
な
ど
個
人
情
報
を
書
き
込
む
欄

が
あ
り
ま
す
が
、
本
学
同
窓
会
は
、
こ

　

長
野
県
の
卒
業
生
数
が
着
実
に
増
え

て
い
る
中
、
同
県
に
は
同
窓
会
組
織
が

存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
後
、

長
野
県
同
窓
生
と
東
北
福
祉
大
学
が
連

携
「
長
野
県
同
窓
会
」
を
発
足
さ
せ
て

い
く
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
今
回
の

集
い
を
企
画
し
た
。

　

七
月
二
十
五
日
（
日
）、
諏
訪
地
域

を
中
心
に
八
名
が
参
加
し
、
東
北
福
祉

大
学
を
目
指
し
た
経
緯
や
ゼ
ミ
の
先
生

か
ら
学
ん
だ
こ
と
等
、
話
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
長

野
県
で
最
初
に
卒
業
し
た
北
原
淳
一
さ

ん
が
含
ま
れ
、
当
時
の
大
学
の
様
子
を

お
聞
き
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

今
後
、「
長
野
県
同
窓
会
」
設
立
に

向
け
て
同
窓
会
名
簿
を
整
理
し
て
い
く

と
と
も
に
、「
長
野
で
も
芋
煮
会
を
や

り
た
い
」
等
、
同
窓
生
同
士
の
絆
を
深

め
る
企
画
を
さ
ら
に
考
え
て
い
く
。

福
田
明
氏
（
平
12
社
福
卒
）

検
討
事
項
が
話
さ
れ
、
各
県
と
仙
台
近

郊
の
交
互
で
随
時
開
催
が
決
定
さ
れ
、

平
成
二
十
三
年
は
札
幌
市
中
島
公
園
の

ノ
ー
ス
シ
テ
ィ
で
十
月
八
日
（
土
）
～

九
日
（
日
）
の
開
催
と
な
っ
た
。
北
海

道
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
万
障
繰
り
合
わ

せ
て
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

い
つ
も
の
通
り
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上

が
り
、
各
部
屋
で
夜
遅
く
（
朝
ま
で
の

方
も
い
た
）
ま
で
、話
に
花
が
咲
い
た
。

石
川
克
己
氏
（
昭
44
社
福
卒
）

　

十
二
月
十
一
日
（
土
）、
元
心
身
障

害
者
福
祉
研
究
部
員
十
七
名
が
、
同
窓

生
の
井
上
堅
・
真
由
子
夫
妻
（
昭
45
・

46
社
福
卒
）
が
経
営
し
て
い
る
仙
台
市

上
杉
の
和
食
店
「
い
ち
く
ら
」
で
同
窓

会
を
開
い
た
。

　

卒
業
以
来
四
十
年
ぶ
り
の
再
会
に
思

わ
ず
顔
を
見
合
わ
せ
る
仲
間
た
ち
は
当

時
の
写
真
を
見
な
が
ら
合
宿
や
部
会
の

思
い
出
話
を
繰
り
広
げ
た
。
集
ま
っ
た

中
で
、
卒
業
後
部
員
同
士
で
結
婚
し
て

い
た
の
が
三
組
あ
り
、
部
活
と
婚
活
も

大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

品
田
伸
自
氏
（
昭
54
社
福
卒
）

　

谷
ゼ
ミ
三
十
周
年
を
祝
い
、
十
一
月

二
十
七
日
（
土
）、松
島
温
泉
「
一
の
坊
」

で
、
記
念
親
睦
会
が
催
さ
れ
た
。
当
日

は
、
各
地
か
ら
O 

B
が
集
ま
り
、
故
谷

勝
英
教
授
の
奥
様
と
ご
子
息
を
招
い

て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン
ド
、

中
国
の
三
カ
国
で
恵
ま
れ
な
い
子
供
達

へ
の
教
育
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
谷
教

授
亡
き
後
も
、
ゼ
ミ
O 

B
ら
に
よ
っ
て

そ
の
遺
志
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
活

動
は
、
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
日
本
大
使
館
か

ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
お

よ
び
日
本
の
T 

V
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
等

で
幾
度
か
報
道
さ
れ
た
。
今
回
、

J 

I 

W 

A
設
立
十
五
年
の
節
目
に
当
た

り
、
会
を
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に

N 

P 

O
法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
が
、
こ

の
日
の
席
上
で
決
定
さ
れ
た
。

　

ゼ
ミ
O 

B
の
永
井
秀
世
氏
が
、
事
務

局
長
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
事

業
内
容
の
詳
細
お
よ
び
活
動
へ
の
支

援
・
賛
助
等
に
つ
い
て
は
、
永
井
氏
ま

で
確
認
・
連
絡
を
ど
う
ぞ
。多
く
の
方
々

か
ら
の
情
報
提
供
を
期
待
し
て
い
る
。

︽
連
絡
先
︾

日
本
国
際
福
祉
協
会
（
J 

I 

W 

A
）

理
事　

事
務
局
長　

永
井
秀
世
氏

＊
〒
6 

7 

5
―

2 

2 

0 

2

兵
庫
県
加
西
市
西
笠
原
町
7 

9 

8
番
地

T 

E 

L 

・
F 

A 

X:

0 

7 

9 

0
（
4 

8
）
3 

8 

7 

8

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス:

zenbo888@
viola.ocn.ne.jp 

大
屋
賢
治
氏
（
昭
48
社
福
卒
）

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
十
一
月
二
十
日

（
土
）
と
二
十
一
日
（
日
）
の
両
日
、

仙
台
市
太
白
区
の
秋
保
温
泉「
岩
沼
屋
」

で
、
二
十
六
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。
三
名
の
方
が
初
参
加
だ
っ
た
が
、

す
ぐ
に
あ
の
頃
の
時
間
に
戻
っ
た
。
宴

会
に
先
立
ち
、
今
後
の
開
催
場
所
等
の

　

二
十
一
日
（
月
）
朝
に
は
播
磨
弘
行

氏
（
昭
41
社
福
卒
）
が
所
用
が
て
ら
ご

夫
妻
で
顔
を
出
し
て
頂
い
た
。
ま
た
、

岩
沼
屋
の
齊
藤
淳
哉
氏（
平
13
社
教
卒
）

に
は
特
段
の
御
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。

感
謝
。
感
謝
。

ご
注
意
を
!!

長野県支部会

の
会
社
と
は
一
切
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
、
返
送
さ
れ
ま
し
て
も
、
本

学
及
び
本
学
同
窓
会
で
は
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

な

お
、こ
の
件
に
つ
い
て
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
も
掲
載
し
て
い
る
他
、
他
大
学
で

も
同
様
の
注
意
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

谷ゼミ三十周年記念親睦会

札
幌
地
区
同
窓
会

栃
木
県
同
窓
会

新
潟
県
同
窓
会

長
野
県
支
部

谷
ゼ
ミ
三
十
周
年
記
念
親
睦
会

同
　
窓
　
会
　
便
　
り
　
②

総
会
の
報
告

事
務
局
短
信

催
し
の
報
告


